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= <10に留まり、高効率な KRの報告は僅かである。また、人工触媒によるアシル化による KR




シル化による第三級水酸基の KRの検討を開始した。 その結果不斉中心となる水酸基の根元に sp, 
sp2, sp3 炭素を導入したいずれの場合においても非常に高い効率で KRが進行することを見出し
た。本法は第一級水酸基のアシル化により第三級水酸基の KRを行った初の例である。 
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